コウミツド　プラズマ　カラ　ノ　Ⅹセン　スペクトル　二　カンスル　リロンテキ　ケンキュウ by ニシカワ, タケシ et al.
Osaka University















学位授与年月日 平成 12 年 4 月 27 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 2 項該当














第 2 章では、レーザ一生成高 Z プラズ、マからの軟X線生成のシミュレーションで用いられる原子モデルについて述





















2. このモデルを水素や炭素プラズマなどの低 Z プラズ、マの吸収係数の計算に適用し、詳細なオパシティーコードと
の比較・検討を行い、本論文で提案した原子モデルが高精度であることを検証している o
3. 高温・高密度プラズ、マのX線スペクトルを診断に用いるため、多電子イオンのエネルギー準位のデータベースを
評価するための方法について提案し、 L、くつかの標準的な原子過程データベースの精度評価を行うことに成功し
ている。最も信頼できるデータを選択するための新しい手法の提案になっている o
4. 高密度プラズマ中のイオンはプラズ‘マ粒子の運動の影響を強く受けており、高励起状態のレベルの状態数分布を
明らかにすることは、プラズ‘マ診断やプラズマのX線放射の評価のための重要な研究課題であるが、新しい簡便
な式を導出し、実験解析への適用の利便性を高めることに成功している。
以上のように本論文は、高密度プラズマ中の X線放射に関する原子モデルを構築し、流体シミュレーションに適用
することにより実験データが精度良く再現されることを示しており、レーザープラズマ理工学、核融合科学及び放射
線科学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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